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２
０
２
０
年
度
に
小
中

学
校
を
30
日
以
上
欠
席
し

た
児
童
生
徒
は
、
全
国
で

19
万
６
１
２
７
人
と
、
８

年
連
続
で
過
去
最
多
で

す
。
不
登
校
は
学
校
の
あ

り
方
そ
の
も
の
を
社
会
に

問
い
か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
重
く

受
け
止
め
、高
槻
市
で
は
、

不
登
校
支
援
の
生
徒
指
導

研
究
指
定
校
と
し
て
、
２

つ
の
中
学
校
区
を
指
定

し
、
学
習
指
導
の
視
点
か

不
登
校
支
援
に
つ
い
て

不
登
校
支
援
に
つ
い
て

居
場
所
や
学
習
の
保
障
を

居
場
所
や
学
習
の
保
障
を

　
不
登
校
は
特
別
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
切

な
対
応
と
援
助
に
よ
っ

て
、
ど
の
子
も
必
ず
立

ち
上
が
っ
て
克
服
で
き
ま

す
。
適
切
な
支
援
に
つ
な

げ
る
う
え
で
大

切
な
の
は
「
多

様
な
支
援
」
で

す
。

　
私
は
市
教
育

委
員
会
に
「
不

登
校
の
減
少
に

向
け
た
研
究
の

目
標
」
と
、「
多

様
な
教
育
機
会

の
確
保
」
に
つ

い
て
問
い
ま
し

3月
議会

た
。市
教
育
委
員
会
は「
学

校
に
登
校
す
る
こ
と
だ
け

を
目
標
と
せ
ず
、
社
会
的

に
自
立
す
る
こ
と
を
見
据

え
た
研
究
」、「
多
様
な
教

育
の
機
会
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
そ
の
言
葉

通
り
、「
多
様
な
教
育
の

機
会
を
確
保
」
で
き
る
よ

う
求
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

不
登
校
支
援
の
充
実
の
た
め
に
、
次
の
４
点
を
提
案
し
ま
し
た
。

I
C
T
等
を
活
用
し
た

学
習
活
動
を
行
っ
た
場
合

は
出
席
あ
つ
か
い
に
す
る

こ
と
を
、
早
期
に
実
現
す

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
呉
市
の
中
学
校

で
は
、
靴
を
脱
い
で
上

が
る
絨
毯
敷
き
の
部
屋

が
あ
り
、
１
人
の
空
間
を

つ
く
れ
る
つ
い
た
て
や
畳

の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て

あ
り
ま
す
。
名
古
屋
市
は

２
０
２
２
年
度
か
ら
、
市

内
の
中
学
校
の
う
ち
30
校

に
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

を
設
置
す
る
方
針
で
す
。

高
槻
市
で
も
校
内
に
居
心

地
の
良
い
別
室
の
常
設
が

必
要
で
す
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
月

ら
不
登
校
減
少
に
向
け
た

研
究
を
推
進
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

３
万
円
か
ら
５
万
円
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
。ま
た
、

親
も
孤
立
し
て
悩
ん
で
い

る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

学
校
以
外
の
施
設
に
通
う

た
め
の
経
済
的
支
援
。
各

学
校
で
不
登
校
に
つ
い
て

支
援
体
制
の
強
化

支
援
体
制
の
強
化 の

保
護
者
懇
談
会
。
不
登

校
、
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー

ト
ブ
ッ
ク
の
作
成
、配
布
。

不
登
校
の
支
援
機
関
や
親

の
会
な
ど
の
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　
全
国
的
に
教
師
不
足
が

問
題
に
。
高
槻
市
の
小

中
学
校
の
常
勤
、
非
常

勤
の
欠
員
は
２
０
２
０

年
度
９
月
時
点
で
９
人
、

２
０
２
１
年
度
８
人
で

す
。
欠
員
が
出
た
学
校
で

は
残
っ
た
教
員
に
し
わ
寄

せ
が
い
き
、
学
校
現
場
は

余
裕
の
な
い
状
態
で
す
。

　
２
０
２
１
年
５
月
１
日

時
点
で
全
国
の
公
立
小
中

学
校
の
学
級
担
任
を
務
め

て
い
た
教
員
の
う
ち
、「
正

規
教
員
」
は
約
９
割
で
、

約
１
割
は
立
場
が
不
安
定

な
「
臨
時
教
員
」
だ
っ

た
こ
と
が
文
科
省
の
調
査

で
判
明
し
ま
し
た
。
大
阪

は
正
規
教
員
に
代
え
て
定

数
内
講
師
を
全
国
平
均
よ

り
も
多
く
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

教
師
不
足
解
消
の
た

め
、
正
規
の
教
員
を
増
や

す
よ
う
大
阪
府
に
求
め

る
こ
と
。
ま
た
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
、
不
登
校
支
援

に
か
か
わ
る
職
員
を
増
や

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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早
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学
校
図
書
館
は
、
子
ど

も
た
ち
に
豊
か
な
知
識
、

学
ぶ
楽
し
み
、
知
る
喜
び

を
保
障
し
、
教
師
に
は
授

業
に
必
要
な
情
報
を
提
供

す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
司
書
教
諭
は
担
任
や
教

科
も
持
っ
て
い
て
、
授
業

以
外
に
も
、
ク
ラ
ブ
や
生

徒
指
導
な
ど
い
ろ
ん
な
仕

事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
忙
し
い
司
書

教
諭
の
業
務
を
支
援
で
き

　
小
学
生
の
子
ど
も
に
学

校
図
書
館
に
つ
い
て
聞
く

と
「
学
校
図
書
館
は
落
ち

着
く
、
先
生
の
話
が
お
も

し
ろ
い
」
と
い
う
声
も
あ

り
、
子
ど
も
達
の
大
事
な

居
場
所
で
す
。
ま
た
、
専

任
の
図
書
館
司
書
が
い
る

こ
と
で
、
こ
の
子
は
ど

ん
な
こ
と
に
興
味
が
あ
る

の
か
、
ど
ん
な
本
を
喜
ん

で
読
む
の
か
と
理
解
し
支

援
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
日
本
共
産
党
国
会
議
員

団
は
15
日
、「
コ
ロ
ナ
危

機
と
物
価
高
騰
か
ら
く
ら

し
と
営
業
を
守
る
緊
急
の

経
済
対
策
」
を
政
府
に
申

し
入
れ
、
補
正
予
算
を
編

成
し
、
対
策
を
と
る
よ
う

求
め
て
ま
す
。
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

る
、
専
門
知
識
の
あ
る
学

校
図
書
館
支
援
員
が
配
置

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
度
ま
で
は

学
校
図
書
館
支
援
員
を

す
べ
て
の
小
学
校
に
配

置
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
２
０
２
１
年
度
と

２
０
２
２
年
度
に
い
っ
き

に
11
人
削
減
し
、
司
書
資

格
が
な
く
て
も
い
い
読
書

活
動
協
力
員
に
変
え
る
こ

と
が
行
わ
れ
ま
す
。

す
。

学
校
図
書
館
に
は
専
任
の

図
書
館
司
書
が
必
要
で

す
。
私
は
「
日
頃
か
ら

学
校
図
書
館
に
専
門
的
に

対
応
で
き
る
人
が
い
る
か

ら
、
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
支
援
が
で
き
、
学

習
に
も
活
か
せ
る
」
と
訴

え
、
学
校
図
書
館
支
援
員

の
削
減
は
中
止
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

５月12日木 10時〜11時半日　時：

【
価
格
対
策
】

【
生
活
困
窮
対
策
】

アベノマスク、高槻市でも配布

【
社
会
保
障
】

○
消
費
税
を
直
ち
に
５
％

に
引
き
下
げ
、
イ
ン
ボ

イ
ス
は
中
止
す
る
。

○
原
油
価
格
高
騰
対
策
と

し
て

　
・
ト
リ
ガ
ー
条
項
の
発

動
を
含
む
卸
売
価
格
の

引
き
下
げ
を
は
か
る
。

　
・
飲
食
店
、
運
輸
業
、

中
小
製
造
業
な
ど
事
業

用
燃
油
の
価
格
を
引
き

下
げ
る
。

○
小
麦
の
政
府
売
り
渡
し

価
格
を
引
き
下
げ
る
。

○
消
費
税
納
税
困
難
事
業

者
に
対
す
る
減
免
措
置

を
実
施
す
る
。

○
急
激
な
物
価
高
騰
に
対

応
し
て
生
活
保
護
基
準

を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

限
定
せ
ず
、
困
窮
者
に

対
す
る
給
付
金
を
拡
大

す
る
。

○
小
中
学
校
の
給
食
費
を

無
償
化
す
る
。

○
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
が
減

少
し
た
学
生
等
へ
の
生

活
支
援
給
付
を
お
こ
な

う
。

○
住
宅
確
保
給
付
金
の
対

象
拡
大
と
延
長
を
お
こ

な
う
。

○
年
金
減
額
を
ス
ト
ッ
プ

す
る
。

○
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
増
を
凍
結
す

る
。

　新型コロナ対策の目玉として当時の安倍首相が強力に進めた、
通称アベノマスと呼ばれる布製マスク ｡ 昨年 10 月に約 8 ２７２万
枚の在庫（2021 年 3 月末時点）があったことがしんぶん赤旗の取
材で分かりました。
　2020 年に安倍自公政権は介護施設や保育所等に向けた布製マス
クを約 1 億枚、一般家庭向けに約 1 億 3 千万枚購入。金額は 400
億円です。在庫のほとんどは介護施設などへの布マスクです。ア
ベノマスクは、配布当初から、異物混入の問題やウイルスを防ぐ
には不十分などという指摘が相次いでいました。
　保管にも 6 億以上かかっていることから、厚生労働省が配布希
望を募っており、介護施設に加えて、自治体や個人などの希望に
応じて配布するとしています。 
　高槻市でも 2 万 4500 枚（無料）の布マスクを 4 月 18 日から配
布しています。配布している窓口は市役所 1 階各窓口、総合案内、
危機管理室窓口などです。

【
賃
金
引
き
上
げ
】

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
】

【
中
小
企
業
・
営
業
対
策
】

【
財
政
・
金
融
対
策
】

【
農
業
対
策
】

○
最
低
賃
金
を
時
給

１
５
０
０
円
に
引
き
上

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
自
給
率
の
抜
本

的
向
上
を
は
か
り
、
ロ

シ
ア
産
石
炭
の
輸
入
禁

止
を
理
由
と
し
た
、
原

発
依
存
を
や
め
る
。

○
事
業
復
活
支
援
金
を
少

な
く
と
も
持
続
化
給
付

金
並
み
に
拡
充
し
、
家

賃
支
援
等
給
付
金
を
再

支
給
す
る
。

○
円
安
を
誘
導
し
、
輸

入
物
価
を
引
き
上
げ
る

「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」

政
策
か
ら
の
抜
本
的
転

換
を
は
か
る
。

○
肥
料
・
配
合
飼
料
価

格
安
定
の
た
め
の
財
政

げ
る
（
10
兆
円
規
模
の

中
小
企
業
へ
の
賃
金
引

き
上
げ
支
援
）。

○
ケ
ア
労
働
者
へ
の
ま
と

も
な
賃
上
げ
を
実
現
す

る
。

措
置
を
新
た
に
も
う
け

る
。


